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委
員
会
で
は
平
成
２９
年
１
月
か

ら
３
年
計
画
で
教
会
長
子
弟
育
成

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

教
会
長
子
弟
育
成
者
研
修
会
開

催
か
ら
は
じ
ま
り
、
ま
ず
１
年
目

は
、
育
成
者
で
あ
る
親
か
ら
、
信

仰
の
元

一
日
、
我
が
家
の
い
ん
ね

ん
に
つ
い
て
、
そ
し
て
２
年
目
に

は
、
今
ま
で
の
自
分
の
人
生
を
振

り
返

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
３
年
目

の
今
年
は
、
こ
の
２
年
で
準
備
し

て
き
た
信
仰
の
元

一
日
、
我
が
家

の
い
ん
ね
ん
、
今
ま
で
の
自
分
の

人
生
を
通
し
て
、
初
代
の
頃
か
ら

見
た
ら
、
今
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け

御
守
護
を
頂

い
て
い
る
の
か
、
信

仰
の
有
難
さ
、
喜
び
を
子
供
や
孫

に
、
又
兄
弟
な
ど
に
伝
え
て
頂
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

信
仰
は
教
会
で
育

っ
た
か
ら
と

い
っ
て
自
動
的
に
伝
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
が
意
識
を
し

て
伝
え
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

す
べ
て
の
教
会
長
子
弟
が
道
に
つ

な
が
る
よ
う
、
談
じ
合

い
、
又
実

行
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま

す
。

《
釧
根
地
区
》

２
月
３
日
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
、
毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い

る
節
分
行
事
を
行

っ
た
。

誠
綱
分
教
会
を
会
場
に
、
大
人

１１
名
、
子
供
１４
名
の
計
２５
名
が
参

加
し
、
グ
ー
ム
や
、
お
菓
子
ま
き

さ
ら
に
恵
方
巻
き
を
皆
で
食
べ
た

り
と
、
子
供
達
も
大
喜
び
で
、
大

変
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
さ
せ
て

頂

い
た
。

４
月
に
迫
り
ま
し
た
、
教
祖
御

誕
生
祭
、
そ
し
て
婦
人
会
総
会

ヘ

向
け
て
の
、
関
西
空
港
―
網
走
詰

所
間
の
バ
ス
送
迎
の
ご
案
内
で
す
。

関
西
空
港
か
ら
の
バ
ス
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
時
間

の
合
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

詳
細
は
、
網
走
大
教
会
、
又
は
、

所
属
の
教
会

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

◆
４
月
１６
日

午
後
１５
時
３０
分

○
関
西
空
港
発

（釧
路
便
到
着
次
第
発
）

◆
４
月
２０
日

午
前
７
時
１５
分

○
網
走
詰
所
発

※
時
間
は
交
通
事
情
等
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

天
理
教
婦
人
会
は
、
来
年
創
立

１１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
今
年
の
５
月
１
日
～
９
月
１６

日
ま
で
、
国
内
、
海
外
の
各
地
で

『会
員
決
起

の
集

い
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

約
２
時
間
半
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、

ビ
デ
オ
、
講
話
、
感
話
な
ど
を
聞

か
せ
て
頂
き
、

ｌ１０
周
年
に
向
け
て

士
気
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

ど
う
ぞ
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
場
所
が
多
数
の
た
め
、
詳

細
は
各
教
会
に
お
問

い
合
わ
せ
頂

く
か
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご

検
索
下
さ
い
。


